
令和 3 年度 自己評価書（以上児） 

 

認定こども園綜合施設 

函 館 若 葉 幼 稚 園 

 Ⅰ「保育の計画性」についての検証結果及び改善策 

 

・園の保育方針が変わったことで、それに合わせた保育計画を行うよう心がけていったが、園児の言動が 

予測しきれない部分もあり、どう計画をたてると良いか悩ましく思う場面もあったので、子どもの反応や 

動きから予測し、柔軟に対応できるような保育計画を行って行きたい。 

・子どもが主体の保育について、職員全体で話し合い、少しずつだが進めていくことができたので、 

 これからも些細なことでも情報交換をし、今の姿を把握してより良い保育計画を立てていきたい。 

 ・子どもの気持ちや、その時の言葉から発展していくことや進めていくことが多く、子どもの思いを 

1 番に考えた保育に近づくことができた。 

 ・子どもにとって大切な環境の構成の柔軟性に欠けていたり、マンネリ化してしまっていたので、園全体で 

  話し合う時間を設け、改善していくことが必要であると感じた。 

 ・日々の保育のしっかり見直し、反省や改善をつねに行っていく。 

  

 

 Ⅱ「保育の在り方、幼児への対応」についての検証結果及び改善策 

 

・一人ひとりの様子をよく観察し、言葉以外でのサインにも気付けるよう心がけてきた。 

・子どもの気持ちに寄り添うことを大切にしていたが、時に急がせてしまうような言葉がけをしてしまう 

 ことがあった。子どもが自らどうしたらよいか考え、行動できるような言葉や、意欲が持てるような 

 言葉がけを心がけたい。 

・子ども達が自主的にかかわって遊び込めるよう、見守ったり観察したりする意識を高めていきた。 

 ・子どもの自己肯定感を育てていく事を常に頭に入れながら保育をすることで、子どものありのままの 

  姿を受け入れた上での対応ができるようになってきた。 

 ・困り行動が目立ち、集団生活の妨げになる姿もあったが、なぜそのような行動をしてしまうのかなど、 

  もっと子どもの内面を見る力をつけて保育していきたい。 

 

  

Ⅲ「教師としての資質や能力」についての検証結果及び改善策 

 

 

 ・園全体のことに対しての気付きを増やし、働きかけができるよう心がけたい。 

 ・幼児の成長を自分の喜びとして、教師自身が楽しんで保育に当たりたい。 

 ・幼稚園としての自分の役割をしっかりと理解し、気持ちよく働くことができるよう仕事の効率を 

  バランスよく進めていけるようにしていきたい。 

 ・子ども一人ひとりの特性や性格を把握し、計画を立て保育にあたってきたが、保育者自身の思いが 

  保護者に十分伝わっていなかったと思うので、今後はドキュメンテーションを通して保育者の考えや 

気持ちを伝えていきたい。 



  

 Ⅳ「保護者への対応」についての検証結果及び改善策 

 

 

 ・写真や動画アプリ「てのりの」を利用して園内での子ども達の様子を保護者に伝えることで、 

幼稚園での様子を知ることができ安心してもらえていたかと思う。 

今後も写真、動画、ドキュメンテーションを通じて子ども達の様子を発信する他、お迎えの際や 

電話での細かな連絡を行い、保護者との関係を密にしていくよう心がけたい。 

 ・保護者の気持ちに寄り添い受け止めた上で、園としてはどのような対応ができるのかを、もっと 

  相談しながら進めていきたい。 

 ・保護者との話し方や言葉選びなど、以前より意識して伝えることができたと思う。 

 ・子どもの成長を喜び合い、不安や悩みなど一緒に考えていけるように努力し、信頼関係を築いて 

  いく努力をしていきたい。 

 ・園での出来事やトラブルを、事実と異なる解釈をさせてしまうことがあった。友だちとの関わり 

  合いをより注意して見守り、保護者からの質問や不安に適切に答えられるようにしたい。 

 

 

Ⅴ「地域の自然や社会とのかかわり」についての検証結果及び改善策 

 

 

 ・コロナの影響により、地域との関わりが大切ということは理解しているが、十分にできていなかった。 

 ・限りある生活の中でも、出来る事を探して、地域と関わる保育計画を立てていきたい。 

 ・小学校との連携については、知識不足な部分があるが、小学校の教育についても理解を深め、入学を 

  見据えて保育にあたっていきたい。 

 

  

Ⅵ「研修と研究」についての検証結果及び改善策 

 

 

 ・オンライン研修にて、子どもへの理解や関わり方だけではなく、保護者マナーや救急についてなど 

  様々な分野について、学ぶことができた。他にも様々なジャンルの研修があるので、自分が深めたい 

研修だけではなく、視野を広げ積極的に参加し、保育の幅を広げていきたい。 

 ・研修したことを実践したことで、子ども達に変化が見られたので、実践することを継続していきたい。 

  ･リモートではあるが、多くの研修を受けることで良い刺激となった。常に自己課題をもって参加 

  できるとより充実した研修になると感じた。 

 ・今後も様々な研修を受けて、自分のスキルアップに繋げたい。 

 


